
ではまず、芋づる式に文献を探す方法を紹介します。
ある文献で紹介されている本や論文を芋づる式に探していく方法です。
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学術的な図書であれば、書くにあたって参考にした資料や、引用した情報、関連
のある文献が紹介されています。そのような文献を参考文献や引用文献といいま
す。
特に、『○○入門』や『○○概説』のような、初学者向けに書かれた図書には、
より詳しく知りたい場合はこの文献を読みましょう、と書かれていることが多く、
ガイドブックの役割を果たします。
これらの文献を芋づる式に読んでいくことで関連する資料を次々に見つけること
ができます。
引用文献は独特の形式で書かれているので、その形式に慣れて文献を探せるよう
になりましょう。
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これは、日本語の図書を引用文献の形式で書いた例です。引用文献の形式には
様々なスタイルがありますが、書くべき要素はだいたい決まっており、
ここで挙がっている「著者名、出版年、図書のタイトル、出版社」が基本事項に
なります。

引用文献として紹介する時には、資料を特定するための情報を漏れなく書く必要
があります。読者がその文献を読みたいと思った時に、辿り着けるようにするた
めです。
こうした資料を特定するための情報を、書誌（しょし）事項や書誌情報といいま
す。

では、ここに書かれている要素の中で、どれを使って阪大OPACを検索すればこ
の図書を探し出せるでしょうか。
阪大OPACでは、著者名、図書のタイトル、出版社などのキーワードで検索でき
ます。出版年を検索ボックスに入力すると、上手くヒットしないことがあります
ので注意しましょう。
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これは、英語の図書を引用文献の形式で書いた例です。
日本語とほぼ同じですが、外国の図書の場合は、出版社に加えて出版地も書かれ
ることが多いです。こちらもOPACで検索する時は、出版年以外の情報で検索す
るようにしましょう。
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引用文献や参考文献の中には、図書だけでなく論文が紹介されていることもあり
ます。論文の書誌情報の読み解き方にも慣れておきましょう。
まずは日本語論文の例です。
図書と違うのは、論文のタイトルと雑誌のタイトルという２種類のタイトルが書
かれていることです。この２つをしっかり区別しましょう。
引用文献の形式は、文献を特定するための書誌情報を漏れなく書く、という大前
提のもと、執筆者や出版元によって少しずつ異なっています。
ただ、おおむね論文のタイトルは前に、雑誌のタイトルは後ろに書くのが一般的
です。そして論文の場合は雑誌の何巻何号の何ページ目に掲載されているか、と
いう情報までが必要になります。

では、OPACで検索する時はどの情報を使えば良いでしょうか。
１つ覚えておいてほしいのは、OPACでは論文の著者名や論文のタイトルでは検
索できない、ということです。また、年次、巻号、ページでの検索もできません。
検索で使えるのは雑誌のタイトル、それから雑誌の出版社が分かっている場合は
出版社名、となります。雑誌のタイトルだけでは検索結果が多くなりがちですの
で、絞り込み機能で雑誌に絞って検索するなど工夫しましょう。
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最後は外国語論文の例です。
こちらも日本語論文とほぼ同じ情報ですが、著者が３人以上の場合に「他」を表
す「et al.」 が書かれたり、雑誌のタイトルが⾧い場合は省略形が使われるなど、
慣れが必要かもしれません。
様々な論文を読んで、少しずつ慣れていきましょう。
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文献がどこにあるのかを知るためには、何を使えばよいでしょうか。
阪大生の皆さんに、まず最初に調べてほしいのは大阪大学の蔵書検索です。
OPACと書いて、オーパックと読みます。
OPACでは、大阪大学で利用できる紙の資料のほか、電子ジャーナルも検索する
ことができます。
「Osaka U. (大阪大学で本文を探す)」アイコンについては、便利な機能として
後程ご紹介します。

他にも箕面市立図書館の蔵書検索や、他大学の蔵書をまとめて検索できる
CiNiiBooks、国立国会図書館の蔵書検索（NDLオンライン）などがあり、いず
れもインターネット上で無料で使うことができます。
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では、OPACという蔵書検索システムを使って図書館の文献を探していきましょ
う。
大阪大学附属図書館のWebサイトの蔵書検索タブでキーワードを入力し、検索
します。
検索結果が多すぎる場合は、いくつかのキーワードを組み合わせて検索しましょ
う。
逆に少なすぎる場合、何もヒットしない場合は、キーワードを一般的な言葉や、
より広い概念の言葉に変えて検索します。
他のキーワードが思いつかない場合は、辞書を調べたり、先生や図書館に相談し
ましょう。

【大阪大学附属図書館Webサイト】
https://www.library.osaka-u.ac.jp/
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検索結果の一覧を見ていき、気になる図書の詳細画面を開いてみましょう。
図書のタイトルや著者の名前といった情報と、その図書がどこにあるかという情
報が書かれています。
この図書を読みたい、と思ったら、配架場所でどの図書館のどのエリアにあるか
ということと、請求記号をメモして探しにいきます。
貸出中の場合は、予約しておくと返却された時に優先的に借りることができます。
また、他のキャンパスの図書館にあって直接行くことが難しい場合は、外国学図
書館に取り寄せることもできます。
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世の中には様々なデータベースがありますが、大阪大学OPACもデータベースの
一種です。
OPACには、ここに表示されている図書のタイトル、著者名、シリーズ名、出版
者、出版年、図書のページ数や大きさ、本文が何の言語で書かれているかといっ
た情報が
データとして収録されています。
こうしたデータのうち、キーワード検索の対象となるのが、引用文献の読み解き
方で紹介した「図書のタイトル、著者名、出版者」などです。
出版年も、データとしては入っていますが、キーワード検索の対象ではないため、
ヒットしなくなってしまいます。
データベースごとに、登録されているデータの種類や、検索に使えるキーワード
が異なるので、思うような結果が出ない場合には、データベースの仕組みを調べ
てみると、原因が分かるかもしれません。
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阪大OPACには図書の内容、テーマで探す機能が２つありますので紹介します。
詳細画面の下の方に「件名（けんめい）」という項目があります。
これは、その図書の主なテーマを、一定のルールに基づいて言葉で表したもので
す。
中には件名が付いていない図書もありますが、件名がある場合は、リンクをク
リックするとそのテーマに関連する図書を再検索できます。
検索したキーワードがタイトルに含まれていなくても、内容が関連するものを検
索するための仕組みです。
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もう一つのテーマで探す機能は、配架場所や請求記号が書かれている枠の右の方
にあります。
「隣の本」というアイコンです。
これは、図書館の本棚をバーチャルで確認できる機能です。
図書館では、関係のあるテーマの図書が近くに並ぶよう分類、整理しているため、
この機能を使うと、興味のある図書を見つけやすくなるでしょう。
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雑誌論文を読むために、OPACで雑誌を検索してみましょう。
雑誌を探すために必要な情報は、配架場所と所蔵巻号の欄に書かれています。読
みたい論文が載っている巻号は、どこで所蔵しているか、確認しましょう。
外国学図書館にある雑誌は、最新号以外は１週間の貸出が可能です。
ただ、図書と違い、雑誌は他キャンパスから取り寄せることができません。読み
たい論文が決まっている場合は、有料ですが論文のコピーを取り寄せることがで
きます。
雑誌をまるまる読みたい、という場合は、それぞれの図書館に直接行けば、読む
ことができます。
ただ、雑誌はそもそも貸出できなかったり、一時持ち出ししかできなかったりす
るので、基本的には必要な論文をコピーしてすぐ返却する、という使い方になり
ます。
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雑誌の場合も、図書と同様に雑誌のタイトル、出版者、出版年、大きさ、本文が
何の言語で書かれているかといった情報がデータとして収録されています。
ただ、キーワード検索の対象となるものが少なく、「雑誌のタイトル、出版者」
くらいでしか検索できません。
ISSNという、雑誌の識別番号もデータ登録されているので、それを知っている
場合には、検索キーワードとして使えます。
「所蔵巻号」のデータは、残念ながら検索対象ではないため、巻号を入力しても
ヒットしません。
また、雑誌の中に収録されている論文一つ一つのデータも、OPACには登録され
ていないため、論文のタイトルや論文の著者名ではヒットしません。
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OPACで検索していると、「e」マークの資料がヒットすることがあります。こ
れはオンラインで使える資料であることを表していて、電子ジャーナルや電子
ブックと呼んでいます。それぞれ資料へのリンクがついているので、すぐに読む
ことができます。
電子ジャーナルの場合は、創刊号から最新号まで全部が見られるとは限らないの
で、巻号欄の利用可能な範囲を確認するようにしましょう。
阪大の学内ネットワークでアクセスすると、阪大が契約している電子資料の全て
を使うことができますが、一部の資料は、KOANのIDで認証を経れば、自宅から
も利用できます。
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図書館で資料を借りる時は、汚したり破いたりしないように気をつけたり、著作
権法などのルールを守って使うのと同じように、電子ジャーナルや電子ブックの
利用にも出版社との取り決めで定められたルールがあります。ここに挙げた、禁
止事項となる行為はしないよう、注意しましょう。
Systematic Downloadとは、自動ダウンロードソフト等を利用して、あるいは手
動で、大量のファイルを短時間にダウンロードすることです。短い時間で論文を
やみくもにダウンロードすることは控えましょう。
また、有料・無料に関係なく、ダウンロードした全文データをコピーして他人に
あげたりしないようにしましょう。
違反があった場合は、違反者だけでなく、大阪大学全体で電子資料の利用が停止
される可能性があります。
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OPACで検索する時の注意点をおさらいします。
探そうとしている文献が、１冊の図書なのか、雑誌に掲載された論文なのかをま
ず把握しましょう。
その上で、図書の場合はタイトルや著者名で検索し、雑誌論文の場合は雑誌のタ
イトルで検索するようにしましょう。
また、阪大OPACでは、阪大の図書館に所蔵していない資料はそもそも検索でき
ません。
検索してもヒットしなかったり、自分の検索に自信がなかったりしたら、一緒に
考えますので、気軽に図書館へ相談してください。

25



26



27


